
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1785 狩り 青空あかな 9月度グランプリ 一般審査員Ａ 16 17 16 17 16 82 短いながらうまい怪談だった。最後、漫画とかに出てくるカッコいい強キャラのような
セリフ。普通は誰にも言わず空き巣に入ると思うのだが。あと、マジレスすると、警察
とかにはいずればれると思うのだが。とにかく、空き巣に入ったときとかに「誰かに
言ってきた？」と聞かれたら、「言ってきた。めっちゃいろんな人に言ってある」って答
えるのが正解みたいです。もしくは、勢いよく首を「縦に」振るのもいいかもしれない。
参考にしてください。

1785 狩り 青空あかな 9月度グランプリ 一般審査員B 6 7 7 8 6 34 怪談というよりアクション漫画の始まりのフレーズみたいな感じがして怖さが伝わり
ませんでした。

1785 狩り 青空あかな 9月度グランプリ 一般審査員C 18 15 15 18 18 84 こんなに短い文章の中に、恐ろしさがギュッと濃縮された作品でした。この空き巣は
この後どうなったのでしょう。空き巣を上回る犯罪が行われたのでしょうね。想像に
難くないです。短文でここまで想像させられるとは、感動すら覚えました。また、この
題名がとても良いと思います。まさに「狩り」なのでしょう。もしかしたら、この空き巣
に入られた人物にとっては、人を殺めるのは日常茶飯事なのではないか、そこまで
想像させられる題名でした。この作品のテーマを明確に伝える、良い題名だと思い
ました。

1785 狩り 青空あかな 9月度グランプリ 一般審査員D 15 18 15 16 16 80 これぞショート。個人的に怖さをあまり感じられませんでしたが、鋭さは高いです。

1785 狩り 青空あかな 9月度グランプリ 一般審査員E 20 20 15 15 15 85 無駄を一切削ぎ落とした構成で、まさにショート怪談の極みだと感じました。問いか
けと肯定だけで状況と結末を一気に提示するスピード感が圧倒的で、説明を足さな
い潔さが恐怖の密度を高めていると感じました。まさに一撃必殺型の怪談。おもしろ
いですね。

1785 狩り 青空あかな 9月度グランプリ 一般審査員F 18 18 18 16 19 89 短い文の中に、怖さ、新しさ、意外さがしっかり詰め込まれている作品でした。空き
巣に入ったところが、その家の主の逆襲に遇う。言葉のみの逆襲ですが、相手を恐
怖に陥れるには十分ですね。安易な考えで空き巣に入ったような人物に対しては案
外有効かもしれない。実際、空き巣に入る事をわざわざ誰かに言ってから入る奴は
いないだろうし、殺されたとしても誰にもバレない可能性はある。まあ、現実は空き巣
に出くわしたら怖くて身動き出来なくなる事の方が多いだろうけど。追い詰められる
空き巣、というのは新鮮で意外でした。

1785 狩り 青空あかな 9月度グランプリ 一般審査員G 20 20 20 20 20 100 グランプリということで、精鋭ぞろいのお話ばかりですが、正直、個人的にグランプリ
はこれしかないと思っておりました。これ以上ないくらい良い短編だと思います。まず
本当に短い文章なのに、ドラマティックな展開なのが素晴らしい。何回も読みたくな
る、読んでその場面を想像して、変な話わくわくします。一粒で二度おいしいような、
あっさりしているのに余韻が強い作品だと感じました。文句のつけようがないです。

1785 狩り 青空あかな 9月度グランプリ 一般審査員H 15 15 15 13 16 74 凄いですね、これ。たった三行で完結させてるなんて。怖さ、これはもう空き巣が立
場逆転して今から家主に殺害されるであろう話しの流れです。鋭さ、主人公に向けら
れる男の言葉、です。容赦無いですね。新しさ、怪異というより人怖ですが、オチが
秀逸です。一気にひっくり返る所が、こういった表現もあるのかと感心させられまし
た。ユーモアさ、と言ってもある種ブラックユーモアと言う解釈にはなりますが、主人
公が空き巣に入って高い代償を払う羽目になる点です。意外さ、結局主人公は殺さ
れてしまうんんだろうな、と思いつつ、相手の男が主人公を殺すメリット、目的って何
なんだろう？という不思議さ、余韻が残る所ですかね。

1785 狩り 青空あかな 9月度グランプリ 一般審査員I 13 12 10 10 11 56 あれ？これで終わり？消しちゃった？って不安になるくらいすっごく短い文章の中
で、シンプルなヒトコワが描かれていて、良かったと思います。空き巣に入った先が
本当に悪かったというね。空き巣は無事に逃げられたのか狩られてしまったのか。
気になりますね。

1785 狩り 青空あかな 9月度グランプリ 一般審査員J 17 18 19 13 19 86 狩る側と思っていたら、実は、狩られる側だったという話を空き巣に置き換えたとても
面白い話だと思った
とても短いにも関わらず、ゾットさせるところもよかった

合計 158 160 150 146 156 770
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1289 人体ガチャ 青空あかな 3月度グランプリ 一般審査員Ａ 16 17 18 17 16 84 私はこういうシュールな話が好きです。個人的な好みですが。審査員をやっていて
も、こういった鋭い切り口の怪談を読むのはとても楽しくエキサイティングだ。しかし、
こういったユーモアと新しさに満ちた話は、怖さがあんまりなかったりする。ただ、こ
のバランスをどうとるのかは難しくて、私が評価の文章でいつも頭を悩ませている問
題である。逆に言えば、このバランスが上手くとれれば、私だけでなく、他の審査員
からも高評価が貰えると思う。過去の点数が高い怪談を色々見て、勉強してみると
いいかもしれない。才能はあると思うので、さらなる努力が加われば最強の短編怪
談を生み出せるかもしれない。

1289 人体ガチャ 青空あかな 3月度グランプリ 一般審査員B 7 8 8 6 6 35 人体ガチャを作る過程を想像すると百円で売るのはちょっと無理がある気がします
が置いといて、女の子が1万円を崩しに向かってる時に好きな子の奥歯を口にふく
む描写があったらもっと気持ち悪くなると思いました。

1289 人体ガチャ 青空あかな 3月度グランプリ 一般審査員C 18 18 18 18 15 87 様々な要素を兼ね備えた作品だと思います。得体の知れぬ恐ろしいガチャガチャな
のに、好きな人の部分が出てくると分かったら、学生にとって大金である10000円を
注ぎ込んでしまう・・・恋というのは時に執着が呼び起こすどす黒い感情に支配され
てしまう恐ろしいものなのですね。全てのパーツが揃った時、山本くんはどうなってし
まうんでしょう。恐ろしい結果が待ち受けているような気がします。主人公もその可能
性はわかっていると思うのですが、それでもガチャガチャでパーツを集めることを選
んでしまう。人の想いとは、かくも身勝手なものかとゾッとさせられました。とても素晴
らしいお話しでした。

1289 人体ガチャ 青空あかな 3月度グランプリ 一般審査員D 16 17 16 17 15 81 個人的にガチャガチャは好きなのであれば1つずつ見てしまいます。実際、こういう
気持ちが悪いガチャガチャは存在しますがこの場合はちょっと違うようですね…こう
いうのにハマってしまう人を呼び寄せるのかもしれない、と思ってしまいました。誰で
も見つけることができてしまいそうな着想が良かったです。

1289 人体ガチャ 青空あかな 3月度グランプリ 一般審査員E 15 15 15 20 10 75 私、ガチャガチャが好きなので、この怪談かなり好きです。ガチャガチャの歴史は古
いはずなのに、この設定は新しく感じました。あの小さなカプセルにどこまで臓器が
はいるのか…1万円分もまわしたら、どこまで臓器が出てくるのか、主人公の歪んだ
高揚感。続きが読みたくなる怪談だと思いました。

1289 人体ガチャ 青空あかな 3月度グランプリ 一般審査員F 19 17 18 17 18 89 臓器の絵が描いてあるガチャというのはそもそも趣味が悪いけれど、ホラー好きの
人の中にはそういう方に興味があって好きな人もいるようですね。ある帰り道でふと
見つけた人体ガチャなるものに気色悪さを感じつつも回してみた主さん。出てきたの
はよく知る人名のシールが貼られたカプセル。中に入っていたのはまるでたった今
抜いてきたかのような、小さな肉片付きの血塗れの歯―。こんなものが出てきたのも
怖いけれど、その後の主さんの行動が更に怖い。普段の自分は話す事も出来ない
大好きな男子。その彼が手に入ったような気がして全財産を投入しようとする主さん
はある意味取り憑かれてしまったと言えるのではないでしょうか。発想にも新しさを
感じました。山本君はどうなってしまうんでしょうね。

1289 人体ガチャ 青空あかな 3月度グランプリ 一般審査員G 14 14 18 17 17 80 意中の人の一部を手に入れるという、普通なら第二ボタン（古い…？）とか、その人
の持ってたもののおさがりとか、そういうものにときめくはずなのに、この子は肉体の
一部が欲しくなってしまったという狂気が心地いいお話ですよね。とても怖いというよ
りはじんわり怖くなるようなお話だけど、内容のインパクトが強い、個性的なお話だな
と感じます。書き手の方のセンスやバランス感覚が優れていると感じます。愛情の形
は人それぞれで、大切な人の一部を肌身離さず持っているというのは遺骨アクセサ
リーなどでもありますが、強制的に奪われたそれには価値があるのかと考えてしま
います。

1289 人体ガチャ 青空あかな 3月度グランプリ 一般審査員H 17 18 17 15 17 84 ぞ〜っとしました。怪異と人怖のハイブリッド。怖さ、路地裏でという出だしから嫌～
な予感。で、人体ガチャ。いや！まさかのリアル人体が入ってるんかーい！歯の描
写も細かく気持ち悪い。トドメに主人公の行動。怖さMAXでございます。鋭さ、一文
一文が無駄なく丁寧に恐怖を描いており、かつ主人公が怪異に出くわす側から、自
らが狂気に走る存在へと変容する様に、強く鋭さを感じました。新しさ、「リアル人体
ガチヤ」という強烈にパンチの効いた存在を出てきた点、この人体ガチャを集め続け
ればいずれは想い人が手に入るのでは、、という妄念。人に対する執着は怪談話で
は新しくはありませんが、設定の妙ですね。虚を突かれました。ユーモアさ、怪異とし
て「人体ガチャ」という奇天烈なものを持ってきた点、主人公としては至って真剣なん
でしょうが、側から見れば好きな人の人体のパーツを集めようなんてクレイジーで
す。でもその人怖さが面白かったです。意外さ、ここもやはり一切正体がわからない
ガチャで怖さを表現している点、主人公が最初ビックリしつつも次の瞬間には、、と
言う所、で、主人公の未路は.....？で終わらせている点です。

1289 人体ガチャ 青空あかな 3月度グランプリ 一般審査員I 12 10 12 10 11 55 このガチャ全部買ったら一人の人が完成するのかな？臓器に歯も入るんですね。っ
ていうか本人の物だったらガチャを回すたびに本人の体はどうなっていくのでしょう。
消えてなくなったらと思ったらゾッとします。本物そっくりの作り物であったらいいなと
思います。私だったら気持ち悪いからガチャしないかな

1289 人体ガチャ 青空あかな 3月度グランプリ 一般審査員J 18 16 18 17 17 86 人体ガチャという聞いたことがない話だった。
人体ガチャで出てくるものは、本物なのかが非常に気にならせつつ、主人公が不思
議な世界の沼に入り込んでしまう情景がわかりやすくて、とても良かった

合計 152 150 158 154 142 756
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1242 備えあれば 木綿めも 1月度グランプリ 一般審査員Ａ 17 15 14 18 13 77 これはユーモア色の強い怪談かもｗｗｗ。〇ィズニーランドのホラーバージョンみた
いなことすんなやｗｗｗ。「ちょうどよい廃墟感を演出する」のところで少し笑ってし
まった。なんか、ちょっとシュールで、こっちを笑わせようとする意図を感じるんだよ
ね。私だけかな～。文章のリズムもいい。とはいえ、本当にこんなバイトがあるなら
不気味だし、笑ってるやつは不謹慎だと思う。その点を考慮するとやっぱりユーモア
だけじゃなくて、怖い怪談でもあるとおもった。この廃墟に入る前に誰かに相談しよ
う。それと、ボランティアなのかバイトなのか。どっちやねん。

1242 備えあれば 木綿めも 1月度グランプリ 一般審査員B 8 7 8 7 6 36 廃墟を作って自殺者を引き寄せて、いわくつきの心スポにしてテレビやYouTubeの
撮影で撮影料を取るビジネスを本当にしてる人がいそうで怖いですね。

1242 備えあれば 木綿めも 1月度グランプリ 一般審査員C 18 18 18 17 17 88 新しい設定ですね。題名が意味深なのもとてもよいです。人の命に関わることなの
に、アルバイトが「それだけ」と思いながら淡々と作業をこなしているのが恐ろしさを
冗長しています。雇用主は何者なんでしょうか。ボランティア？本当にそうなのか。
自ら命を絶たなくてはならなかった悲しい魂を集めるために、人外のものが画策して
いるのではないかと思ってしまいました。ご遺体を「イブツ」と表現してしまうのも、な
にか作業めいていて、人間の所業とは思えなかったです。不気味で恐ろしいお話で
した。

1242 備えあれば 木綿めも 1月度グランプリ 一般審査員D 18 17 17 18 18 88 すべてが不気味。依頼主も実行している人も、何故そんなことをしているのか気にな
りますが聞いてはいけない雰囲気がとても良いです。絶望した人の目から見た、こ
の『作られた空間』はどんなふうに見えるのか気になってしまいました。

1242 備えあれば 木綿めも 1月度グランプリ 一般審査員E 18 18 10 15 10 71 雇用主の異様さが際立ち、短文ながら強烈な不気味さですね。廃墟を「演出する」と
いうことを淡々と語られるのもジワジワ効いてきました。特に「準備が大切」という言
葉が、善意とも狂気とも取れる余白や「マニュアルの存在」が嫌な想像が広がるポイ
ントになっていると感じました。

1242 備えあれば 木綿めも 1月度グランプリ 一般審査員F 19 17 18 16 17 87 バイトと言うにはあまりにもブラックで胸糞な仕事内容だと思う。要は、自死を幇助
し、遺体を秘密裏にロープから外し、遺棄するのが仕事。それをボランティアだと
言ってのける雇用主も怖いし、バイトだと自らに言い聞かせるようにしながらもその
仕事を続ける主さんも怖い。自然に出来た廃墟ではなく、作られ、管理、維持された
廃墟には自ら死を望む人がそんなに多く訪れるものなんだろうか？それとも、吊るさ
れたロープを目にすると、衝動に駆られて…という事なのだろうか。何れにしても、そ
んな備えはいらないし、余計なお世話だと思うのだけれど。

1242 備えあれば 木綿めも 1月度グランプリ 一般審査員G 17 18 16 18 14 83 自殺を促す施設ということなのか、天井から吊った輪の向こう側に何か見えてしまう
ということなのか。ふらっと立ち寄ってそのまま究極の選択をしてしまえるようにとい
う、管理者からの純粋な悪意みたいなものが伺えて気持ちの悪いお話ですね。ま
た、オカルト的なことで向こう側のものがこの輪っかに引っ掛かるということだとして
も気味が悪い。そうだとすると、幽霊版ドリームキャッチャーというまじないのようで
す。全体的に不気味な雰囲気が付きまとうお話で良かったと思います。

1242 備えあれば 木綿めも 1月度グランプリ 一般審査員H 15 16 17 14 16 78 再読。多少点数下げてます。後期の作品への評価に比べて高くつけすぎてしまった
ので。読了後の後味の悪さは本当に嫌らしいです。怖さ、雇用主のこれはボランティ
アだと言うセリフ。よくもまあ、ぬけぬけと。明らかに愉しんでるでしょ？と思いまし
た。それ以上に主人公が怖かったですが。要は首吊り●体を降ろしては、次の首吊り
用の輪っかを作るわけでしょう？それを、バイトだ、と割り切る。めちゃくちゃ怖いです
よ。なので高評価となりました。で、点数を少し下げた理由としては、更に怖さを増し
て表現出来たのでは？と感じたからです。鋭さ、ここも余分な表現は一切省いて、最
低限の描写と情報で読み手に登場人物2人の異常性を示している点に鋭さを感じま
した。新しさ、舞台は廃墟なので珍しくは無いのですが、、「ちょうどよい廃墟感を演
出する」という辺りから何やら不穏な空気。〇にたい時に〇ねないなんて可哀想で
しょう？という動機でまさかの自〇の場所提供のための廃墟だったとは！その時点
で狂ってますが、主人公が●体を「イブツ」と表現し、さしたる痛痒も感じていないサイ
コっぷり。いや、主人公てこんなん！？それで良いのか！っと。というわけでの高評
価です。ユーモアさ、登場人物2人の異常性です。自〇するための廃墟を提供する
事を、穏やかに「ボランティア」だと言ってのける雇用主。実際に事が起こった時に
「イブツ」と割り切って粛々と作業を進める主人公。あくまでバイトだ、と割り切って。
ここまで来ると笑えてきます。しかも、この人間が持つ異常性。自分の中にも無いと
は言いきれない。皮肉なものを感じますね。痛烈なユーモアさ、があります。さて、意
外性、敢えて幽霊が出る怪異譚にせずに、生きてる人間の異常行動で怖さを表現し
た事です。だいぶ思い切ったやり方だと思います。筆者の力量ですかね。下手を打
つと、何だこりゃ？訳が分からん。。となりかねませんが、上手いです。

1242 備えあれば 木綿めも 1月度グランプリ 一般審査員I 12 11 12 14 12 61 軽い感じの文章なのに内容は重い（笑）死にたい人のために準備をしておいてあげ
る。きっと世間では自殺の名所なんだろうな。まさかからくりがあったなんてって感じ
です。そんな仕事長く続けたくはないな。異物を発見してしまったら絶対やめそうな
のに続けていられる精神はヒトコワですね

1242 備えあれば 木綿めも 1月度グランプリ 一般審査員J 15 15 18 18 14 80 ブラックユーモアを超えた非常にどす黒い人怖なボランティア活動で怖さがあった。

合計 157 152 148 155 137 749
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1689 ペット やま 8月度グランプリ 一般審査員Ａ 17 15 15 14 16 77 凄まじいいじめだな。でも実際あるんですよね、ここまでのいじめ。ていうか刑事事
件だろ、コレ。それはともかく、怪談としてはちょっと普通すぎると思った。確かに、身
内から本当にあった話としてランチの時なんかに聞くと怖いと思うのだが、怪談コン
テストで見ると、他の怪談に比していささか見劣りがしなくもない。ペットではなく娘
だった、というのは意外性というよりも唐突な偶然性を感じてしまう。「貴女が可愛
がっている娘＝ペット」だとすると、色々と想像は膨らむが、そんなに面白い想像で
はない。

1689 ペット やま 8月度グランプリ 一般審査員B 9 8 7 7 8 39 昔イジメていた人が呪って今虐待をされている娘を殺して何の意味があるのかわか
りませんでした。母親に天罰を下すのがスジかなとだからかなんかスッキリしない気
持ち悪さがありますね。

1689 ペット やま 8月度グランプリ 一般審査員C 18 18 15 16 18 85 半年後に亡くなったのが、主人公のお嬢様ということに驚きました。A子さんのことを
可愛がったように、自分のお嬢様を可愛がったのでしょうか。主人公にとって可愛が
るという行為は、どんなことなのでしょうか。おぞましいです。我が子を虐待し、ペット
以下の扱いをする主人公のえげつなさが見えてきて、なんとも言えない不快な気持
ちになりました。恐ろしさというより、不快感においてこの作品の印象深さは群を抜い
ていると思います。

1689 ペット やま 8月度グランプリ 一般審査員D 17 18 16 17 17 85 いじめた方は若気の至り、とすぐ忘れてしまうけれどいじめられた方はいつまでも忘
れないし許さないものです。短い文章の手紙でも怨念が込められているのだと感じ
られます。全体的に思い雰囲気で気分が悪くなるいい作品だと思いました。

1689 ペット やま 8月度グランプリ 一般審査員E 20 15 15 10 20 80 ペットではなく娘が犠牲になるという緩急差が強烈で、意表を突かれる展開に酔い
そうになりました。あえて伏線めいた説明を入れず、読者の想像に委ねている点が
いいですね。完成度の高いショート怪談だと思いました。悪意の反転がとても怖い。

1689 ペット やま 8月度グランプリ 一般審査員F 18 17 18 16 18 87 苛めた側は、苛めに対して悪い事をしていたという自覚もなく、苛めた事すら忘れて
いるのかもしれないけれど、苛められた側はその事を一生覚えていて決して忘れる
事はない。卒業してから何年経っても、その恨みは消えるどころか、その後の其々
の境遇に更に恨み、憎しみを募らせ、自分の命と引き換えに曾てペットのように扱わ
れ、苛められたA子は、同じように可愛がっているペットの命を奪う、という手紙を
送ってきた。ペットというから飼っている大きな犬だと思っていたら、犬ではなく娘だっ
た、というのは意外で怖い。A子にとってのペットの認識が、犬ではなく娘だった、と
いう事なんでしょうが、主さんが娘をA子と同じように扱っていたのだとしたら…。怖
いですね。

1689 ペット やま 8月度グランプリ 一般審査員G 18 17 14 15 18 82 このお話は本当に胸糞悪いというか、人間の醜さをこの短さでよくここまで表現でき
ているなと感心させられるお話でした。最後の一文によって嫌な気持ちが一層掻き
立てられますね。お話の怖さの核である”ペットの命を奪う”という呪いが、娘に降りか
かる＝娘をペット扱いしているという事実を突きつけておりとても嫌な後味になって
います。結局人間は変わらないというような絶望感もじっとりと感じさせているので、
感情が揺れるいいお話だと思いました。

1689 ペット やま 8月度グランプリ 一般審査員H 17 18 17 13 16 81 いやー、冷や汗かきました。これは怖い。怖さ、まずA子の手紙です。自分が受けた
虐めや主人公の現在の環境への言葉。命と引き換えに主人公を呪うという台詞。怨
み、憎しみがあるはずなのにどこか他人事というか冷めた感じがして、怖かった。そ
れにA子が指す、貴方のペット、の種明かし。あれは怖い！鋭さ、ここもA
子の手紙の淡々とした文面が、剃刀の様に感じました。新しさ、これは終盤の展開
で感じました。「私の命と引き換えに貴女を呪う事にしました。貴女が可愛がっている
ペットの命を奪うために。」何でペット？わざわざ命を断ってまで？と思ってたんです
が、そう言う事だったんですね。ユーモアさ、不謹慎な言い草ですが、A子を虐めて
た主人公ですね。
A子が手紙で、まるで動物のように可愛がられた、と虐めの事を表現していました
が、半年後、死んだのはペットでなく私の娘だった。の一文で主人公が娘を虐待して
いたんだろうな、と推察できます。本当にクズはどこまでもクズだな、と思ってしまい
ました。意外さ、虐められた相手への復讐の為に命を断つ。呪う為に。それ自体は
意外性はさほどありませんが、やはりラスト。オチの部分で驚かされました。

1689 ペット やま 8月度グランプリ 一般審査員I 13 12 10 10 10 55 いじめた相手からの復讐。結果、娘さんが亡くなったんは、彼女が娘さんを虐待して
いて動物のようにかわいがっていたからなのか、それとは正反対に、ペットの犬を可
愛がるように娘さんのこともめちゃくちゃ可愛がっていたか。私には、前者の虐待をし
ていたがしっくりきます。そして、娘さんの死亡は呪いだったのか、虐待の末に殺して
しまったのか。

1689 ペット やま 8月度グランプリ 一般審査員J 18 15 15 12 14 74 いじめられた存在にとって、いじめている人間が幸せなのは許せない気持ちだという
のはわかる気がするというのがよく伝わるヒトコワの話だった

合計 165 153 142 130 155 745
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1267 心当たり 鍋島子豚 2月度グランプリ 一般審査員Ａ 17 16 16 16 16 81 王道中の王道の怪談だと思う。すべての要素がバランスよくまとまっており、欠点は
とくに見当たらない。だが、それ故に、突出した強みも特にないように感じた。とはい
え、全体的なまとまりがよすぎて、改善点を指摘しろと言われても難しい。減点はとく
にないのだから、加点方式で、語り全体の調子を工夫したり、ディテールにこだわっ
てみたりして、色々要素をプラスしていくと、もっとよくなるのではないかと思う。他の
怪談への指摘でも言及しているが、主に「狂気」をプラスするといいと思う。また、語
り方を工夫すると、同じ内容を語っていても、さらに怖くなったり、ユーモアが出たり
するので、色々と試してみると面白いかもしれない。

1267 心当たり 鍋島子豚 2月度グランプリ 一般審査員B 9 7 7 7 5 35 母親が過去にイジメかなんかで死なせた人たちの1人なんだろうけど子供の前で平
然と話せる狂気さを表現してるんだけど、堂々としすぎてて逆に怖く無くなる感じもし
ました。

1267 心当たり 鍋島子豚 2月度グランプリ 一般審査員C 18 16 15 17 15 81 こわい、怖すぎます。幽霊の怖さもさることながら、母親のサイコパシーな反応が怖
い。想像力を掻き立てられる作品でした。そっち、とはどういうことなのか。殺して欲
しいと言われるほどのなにかを、二人もの人間に対して行ったのか。息子の前に現
れたのはそのどちらだったのか。現れたのは生霊なのか死人なのか。考えれば考え
るほど謎が深まり、心地よいジレンマに襲われます。すべての鍵は母親が握ってい
ますね。短い作品ですが、大いに楽しむことができました。

1267 心当たり 鍋島子豚 2月度グランプリ 一般審査員D 18 17 16 17 18 86 ただでさえも恐怖体験をしているのに、すがる思いで相談した家族にこんな反応され
たら…逃げ場がないのはキツいです。始まりが伝聞で始まったので終わりもそれに
倣って欲しかったです。短編だからこそ、細かいところを大切にしていただくともっと
後味が悪くなっていいと思いました。

1267 心当たり 鍋島子豚 2月度グランプリ 一般審査員E 15 18 10 20 15 78 母の反応があまりにも自然で、その一言一言に強烈な不気味さがあります。見知ら
ぬ女性の幽霊よりも、身近な存在である母に「心当たり」があると示される瞬間に、
日常が静かに崩れていく緊張感が秀逸でした。「どっちだろう」「そっちかぁ…」という
台詞に1人じゃないのかー！と想像できる点も広がりがあって好きです。

1267 心当たり 鍋島子豚 2月度グランプリ 一般審査員F 18 17 18 16 18 87 夜になると部屋の前の廊下に現れる短髪で白髪交じりの見知らぬ女性。その中年
女性は豊島さんを睨みつけて、「サクマを殺して」と叫んで消える。サクマが母の旧
姓だった事から母に話すと、どうやら心当たりがあるようで…。しかも、思い当たる人
物が二人もいる!?豊島さんが見た風貌を伝えたら、「そっちかぁ…」と嬉しそうに微笑
む母。サイコパスの匂いがしますね。そりゃ、そんな態度を取られたら何も聞けなくな
りますね。お母さんが、殺して欲しいと懇願される程、二人の人物から恨まれ、しか
もその二人は亡くなっている、と考えたら…。出てくる霊よりもお母さんの方が怖い。

1267 心当たり 鍋島子豚 2月度グランプリ 一般審査員G 16 15 15 15 17 78 お母さんはその女の人を殺しているうえに、恐らくもう一人やっているということなん
でしょうか。深く聞いても、そのままにしても後味の悪いお話ですね。オカルトの側面
とヒトコワの側面があるので、そこが中途半端になりすぎなくていいですね。ここが
どっちつかずになってしまうと結局何が怖いのかわからなくなってしまうので、バラン
スがいいお話だと思いました。なぜ母は最期嬉しそうにしていたのか、その疑問が
残るまま終わることも余韻が長く楽しめると感じました。人によってはその部分が蛇
足と感じてしまうかもしれませんが、私はちょうどいい不穏な終わり方だなと感じま
す。

1267 心当たり 鍋島子豚 2月度グランプリ 一般審査員H 16 16 14 15 15 76 シンプルに怖かったです。自分の部屋の前に、度々誰某を殺してくれなんて言う存
在が現れる上に、殺して欲しい相手がどうやら自分の母親らしいなんて。そして、母
親の微笑み。怖っ。鋭さ、ここも一文一文を簡潔にしつつストーリー展開の邪魔をし
ていない。現れては消える女の存在感と母親の空恐ろしさがよく出ています。新し
さ、怪談でありつつ人怖ですがありきたりにならずに、成立しています。の息子に「サ
クマ=母親を殺して！」と叫ぶ女も、その話を聴いて微笑む母親も、「何故か」の所が
一切明かされないばかりか、仄めかすことすらない。読み手に考察させる点が良い
ですね。ユーモアさ、ここは文字通りのユーモア、という訳ではなく「生きてる人間が
死者よりも怖い！」と痛烈に感じた点です。怖さも一周回ると笑いに転じます。意外
さ、女が殺したいほど恨んでるの母親でなく息子の方に現れる展開ですかね。恨む
相手も同じ家の中にいると言うのに。死んでもなお、この女は面と向かって主人公の
母親に逆らえない何か、恐れを抱いていたのでしょうか。

1267 心当たり 鍋島子豚 2月度グランプリ 一般審査員I 12 11 12 13 13 61 お母さんの思い当たる人が二人もいるのが、何回読んでもふふってきます。しかも
外れてないという。お母さんの人生がすごく気になる。お母さんは何をしたんでしょう
ね。二人に。やったことも気になりますよね。自分の親がその人だったらめちゃくちゃ
怖いな。実家に帰るのやめるかも（笑）

1267 心当たり 鍋島子豚 2月度グランプリ 一般審査員J 15 15 15 15 16 76 どういう意味なのかわからない気がしたが、なにかゾットする感じがして、面白かった

合計 154 148 138 151 148 739
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1384 初体験 柳家花ごめ 4月度グランプリ 一般審査員Ａ 15 15 15 19 15 79 ただの変な人ですwww.。たぶんこちらを笑わせる目的だと思うので、素直に笑って
あげてください。ただただｗｗｗ面白いwww.。もう一度言います。ただの変な人です
www.。

1384 初体験 柳家花ごめ 4月度グランプリ 一般審査員B 10 7 8 7 8 40 怪異に耐性がある人が見えないフリをして今までやり過ごせてたという余裕が急に
目の前のものが現実に存在して物理的恐怖にさらされる感じが上手く表現されてい
て良かったです。

1384 初体験 柳家花ごめ 4月度グランプリ 一般審査員C 15 15 15 18 16 79 逆転の発想が面白いです。自分にしか見えていなかったはずのものが、みんなに見
えている。それは果たして霊なのでしょうか。イレギュラーなことに対し、人間は恐怖
を覚えるもの。ただでさえ不思議な現象なのに、恐ろしさが加わります。しかも、顔の
パーツがいないいないばぁをする度にバラバラになっていくという・・・。不気味意外
の何者でもありません。これが現実世界で物理的に存在しているのなら、この生き
物（？）は主人公に何をしようとしているのでしょうか。面白い視点からの恐怖を体験
できました。

1384 初体験 柳家花ごめ 4月度グランプリ 一般審査員D 18 17 19 18 18 90 読みながら色々混乱しました。短い中にちゃんと仕掛けがあり、最後の一言まで
がっつり楽しませていただきました。「視える人」は得体が知れないもの、なにかわか
らないものに恐怖を感じると聞いたことがあります。これは正にそういうことでは…と
ても面白かったです。

1384 初体験 柳家花ごめ 4月度グランプリ 一般審査員E 18 10 20 20 15 83 「自分だけが見えている」という怪談の定型を裏切り、怪異が「全員に共有されてい
る」と気づく瞬間の切り返しがとても素晴らしいと感じました。主人公にとっては日常
でしかなかった異常が、他者の沈黙と視線によって一気に不安へ転じていく流れが
印象的です。怪異そのものより、周囲の反応が恐怖を増幅させており、電車という逃
げ場のない空間もいいですね。

1384 初体験 柳家花ごめ 4月度グランプリ 一般審査員F 18 18 19 17 18 90 私には人には見えないモノが見える、という力はないけれど、そんな力がある人に
とってはそれが当たり前で、そんな環境にあると、慣れで少々の事には動じなくなる
という話は実際に聞く。それが、この話のように見えるからこそ、見えないフリをして
やり過ごそうとした主さんを凍りつかせる事になる。顔が異形の女性は自分にしか
見えていないと思っていたら、周りの人全員に見えていた、というところは意外です
が、顔のパーツが女性がいないいないばあ、をした後また違うバラバラの顔に変わ
るなんて、見えたら怖いに違いない。その女性の正体がいたずら好きの霊だったの
かはわかりませんが、全員に見えるというところやこういう登場の仕方は新しいと感
じました。

1384 初体験 柳家花ごめ 4月度グランプリ 一般審査員G 13 12 18 17 17 77 福笑いみたいになってしまったお話ですね。私は怖いというよりは不気味だなと感じ
ました。私はどうしても鋭い怖さを求めてしまうので、不気味なお話というのは怖さ評
価が低くなってしまうのですが、これはもう好みの問題かと思います。短い中で起き
た怪奇現象が驚愕の結果に繋がるという、意表を突く展開はお上手だと思いまし
た。お話の語り手が少し油断気味なのもいい味を出していますね。もし自分がこんな
目に遭ってしまったら…という不安感も煽られる、一種の災害のようなお話なので、
変なリアリティがより不気味に感じられますね。

1384 初体験 柳家花ごめ 4月度グランプリ 一般審査員H 12 11 15 12 14 64 霊感のある主人公、またしても霊に出くわしたのかと思いきや。。なかなかユニーク
なお話ではありました。怖さ、謎の福笑い女、かなり不気味ですよね。ただ、怖さとい
う点では弱いかな？物の怪の類なんでしょうか？一瞬垣間見える狂気、などが欲し
い所でした。鋭さ、主人公に向かって執拗に「いないいないばあ！」と繰り返す場面、
ラストの周りの乗客にも見えていた様子等にある程度の鋭さは感じます。新しさ、女
の顔がまさかの福笑いの様にパーツがバラバラ（笑）何？コイツ状態ですね。結局、
意図が全く分からないまま。怪異怪異して無いのも一つの手法としては有りなのか
も。ユーモアさ、ここは福笑い女もそうですが、それ以上にオチの部分。いや、皆ん
な見えてんのかい！意外さ、主人公にとっては迷惑極まりないでしょうが、女がやっ
ている事が奇行ではあっても害をなすモノではなさそうだった点と、で、皆んなに見
えてるなら少なくとも霊では無いようだけど、とは言え人でも無い。何者？？という結
末に持っていった所です。

1384 初体験 柳家花ごめ 4月度グランプリ 一般審査員I 12 10 10 10 10 52 自分にしか見えてないと思いきや、みんなに見えている福笑い怪異。轢かれてバラ
バラになった人の幽霊かと思って読んでいたのに。。。目の前にいるそいつはいった
い。これは逆でたまたま視える人が集まってしまっただけなのではないかと思ってし
まいました。

1384 初体験 柳家花ごめ 4月度グランプリ 一般審査員J 15 15 15 17 17 79 乗客全員に見えていると言うのは、一体なんなのでしょうか。霊というより、妖怪の
類？想像力を掻き立てられ、面白かったです。また、この後の展開を考えるのが楽
しく、この不思議な福笑い女性が電車を降りていくのか、主人公が逃げ出すのか、そ
れとも主人公の挙動が不審で乗客が訝しがっているのか、幾つもの次のストーリが
思い浮かび、短編ですが自分の中でどんどん物語が広がっていく感じが楽しかっ
た。素敵な作品だと思います。文章の最初の一文字を下げる書き方をするなら、全
体で統一されるのがいいと思います。その方がスムーズにお話が頭の中に入ってき
ます。

合計 146 130 154 155 148 733
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1431 妹 田沼白雪 5月度グランプリ 一般審査員Ａ 16 15 14 14 14 73 まとまりがいい怪談だが、怪奇現象の理由が完全に説明されていて、こちらが想像
を働かせる余地はない。それ自体は悪いことではないのだが、こちらが怪談の内容
を「完全に」理解できてしまうという事実はある。だからと言って、なんでもかんでもこ
ちらの想像力に委ねられてもそれはそれで困るのだが。そして、「怖さ」以外にも評
価項目があることを、「怪談」を作ろうとすると忘れがちなことも、このコンテストにお
いては重要である。ところで、遺体を全部埋めきった時には、何が起こるのだろう
か。男が完全に改心したとして、その先は？　続きが気になる怪談。

1431 妹 田沼白雪 5月度グランプリ 一般審査員B 7 7 8 6 6 34 妹のことを愛していたのであれば、遺体を切り刻む行為はしないと思うし、それを復
讐ではなく計画と言っているのに愛憎を感じないのでさらに怖くなくなりました。

1431 妹 田沼白雪 5月度グランプリ 一般審査員C 15 15 15 15 15 75 まるで妹を使って呪詛をかけているようなこの作品、兄の狂気とも言える行動と心情
が、オカルト的な要素より恐ろしかったです。ただ、妹の遺体の一部をおそらく憎い
男の住居の敷地内に埋めているのだと思いますが、少し非現実的かな、と思いまし
た。遺体についても、何か処理を施さないと1ヶ月ももたないのではないでしょうか。
例えば妹の髪や爪など腐敗しない部分を使って等でしたら、リアリティが増したので
はないかと思いました。

1431 妹 田沼白雪 5月度グランプリ 一般審査員D 17 15 16 16 17 81 家族の復讐のためにそこまでするか…とい　うのが率直な感想です。復讐している
ようで、家族の遺体を細かく切り刻む行為に疑問が沸いてしまいます。細かいところ
を突っ込んでしまうと成り立たない作品なのでこのままを受け入れて楽しむべきだと
感じました。

1431 妹 田沼白雪 5月度グランプリ 一般審査員E 18 10 10 15 20 73 妹を失った悲しみと怒りから始まり、加害者への抗議という行動に自然と寄り添わさ
れました。その流れで提示される「計画が上手くいっている」という一文が、不穏な違
和感として効いていますね。最後に明かされる行為は衝撃的で、復讐と愛情の境界
が一気に崩れ落ちます。人の心を失っているのは誰なのか、読み終えても考えさせ
られる、後味の悪さが印象的な怪談だと思いました。

1431 妹 田沼白雪 5月度グランプリ 一般審査員F 19 18 17 16 17 87 妹想いの姉の、妹を捨てて自殺に追いやった男への復讐劇ではあるけれど、その
やり方が非常に怖い。ある種の呪いという事になるんだろうけれど、この姉はサイコ
パスですね。自殺した妹の遺体を細かく細かく切り裂いて、その一部をポケットに詰
め込み、毎日毎日妹を捨てた男の家に抗議と称して行っては妹の遺体の欠片を男
の家に埋めていく。最初こそヘラヘラと悪びれる様子もなかった男が1ヶ月程して家
の中のどこにいても妹の存在を感じるようになったのは姉の計画通りで、思い通りに
事が運んでいる事にほくそ笑む姉の様子はやっぱり怖い。姉は本当に妹想いだった
のか。妹を捨て、自殺に追いやった男が許せないと思ってそんな行動を取っている
のか。それすら疑わしくなる姉の異常さが際立ちますね。

1431 妹 田沼白雪 5月度グランプリ 一般審査員G 17 14 17 14 16 78 執着の強いヒトコワ話ですね。姉のやり返し方がとても陰湿で恐ろしい。そんなに
思っている妹ならばなぜそんなに細かくできるのかとも思います。思いやりがあるよ
うで自分勝手なところがいいですね。結局は人間のエゴイズムが怖いという側面も
あると感じます。こんなことをやっていて、妹の成仏を阻害しているとも考えられるの
がまた後味が悪くていいですね。人の一部を細かくして嫌な相手に忍ばせるという
行為自体が怖いですが、それ以上にこの姉の執着が個人的には怖いです。ちょっと
嬉しそうにしているのがまた嫌ですね。

1431 妹 田沼白雪 5月度グランプリ 一般審査員H 18 18 17 16 17 86 良い意味で非常に後味の悪い作品です。怖さ、兎に角も姉の執念。いや、怨念？の
凄まじさ。それも復讐の為というより男を追い詰めるのを楽しんでいると言った印
象。まして、妹の遺体を切り刻むなんて。怖いです。鋭さ、少しずつ少しずつ男を追
い詰める。ほくそ笑みながら。元は男が悪いんですが、追い込み方がエグい。
表現に容赦がありません。新しさ、姉の復讐のやり口ですね。そもそも妹を自殺に追
い込んだ男が許せない、から復讐しようと考えたはずなのに、妹を細かく細かく切り
裂いて男の家に埋めに行く。生前、妹に対して抱いていたのは果たして純粋に愛情
だけだったんでしょうかね？ユーモアさ、不実で悪びれもしない男が徐々にえていく
様子と、それに比例して計画が上手くいっていると嬉々とする姉。笑えないけど、
笑っちゃいます。意外さ、ここはもうラストで姉の復讐のやり口を明かす事で最大限
の効果を出している点。そしてこの後、彼女はどうなっていくのか？という余韻を残し
た結びです。

1431 妹 田沼白雪 5月度グランプリ 一般審査員I 14 12 10 10 11 57 自殺をしてしまった妹さん。ご遺体を切り刻んでるってことは、お葬式や火葬をしてな
いってことですよね。姉は妹の仇をとっているようで、ただ犯罪を犯しているだけで、
あの世にも行けない妹が本当に不憫だなと思ってしまいました

1431 妹 田沼白雪 5月度グランプリ 一般審査員J 18 18 18 14 19 87 主人公のやっていることがとても怖い。しかも遺骨という表現ではなく遺体という表
現にしているところがなおさら怖かった。主人公の妹の無念と主人公の妹への思い・
無念のいろいろな負の感情が詰まっている非常に気持ちの悪い話と思った

合計 159 142 142 136 152 731



No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1577 ここ、おばけが出るみたい京朔太郎 7月度グランプリ 一般審査員Ａ 17 17 16 17 17 84 怪異はマーケティングとセルフブランディングも上手い。「私、メリーさん。今、あなた
の後ろ」のように自ら自己紹介することに加えて、状況までお知らせしてくれるので
ある。説明されることで、余計に怖さが追加される。説明されることで、人にも話しや
すくなり、結果として怪異の知名度アップにつながる（怪異の名が売れる）。非常に
巧みなマーケティング・セルフブランディング戦略である。大手広告代理店も見習う
べきだろう。とはいえ、説明も何もなしにいきなり襲ってくればいいのかというと、そう
いうわけでもない。迷惑なんだか有難いんだか、よくわからない。こういう書評が冷
静に書けることだし、そこまで新しい怪談とは思えなかった。

1577 ここ、おばけが出るみたい京朔太郎 7月度グランプリ 一般審査員B 6 7 7 6 8 34 まず幽霊がお化けが出るんだってって言うのが違和感あるし、オチが冷たくなった母
親っていうのも繋がりがそこまでないのが微妙でした。

1577 ここ、おばけが出るみたい京朔太郎 7月度グランプリ 一般審査員C 15 16 16 16 18 81 主人公に同じ言葉を聴かせ続けるこの女性は、なんだったのでしょうか。わたしには
主人公の良心が見せている幻のように思えました。主人公の母親はなぜ亡くなった
のか。病気や老衰で亡くなったのか。はたまた息子に殺されたのか。想像は広がっ
ていきます。この女性の容姿が詳しくは描かれていませんが、もし母親の若い頃を
彷彿とさせるようなものだったら、面白かったのではないかと思いました。

1577 ここ、おばけが出るみたい京朔太郎 7月度グランプリ 一般審査員D 15 17 14 15 15 76 尖る方向に振り切っているので鋭さは高めですが、どういうことだろうと考察をしなが
ら読むと思ったよりあっさりと締めくくられてしまうので物足りなさを感じてしまいまし
た。日常の中に潜む恐怖を描いた中でも、あとひとつエッセンスがあるとぐっと怖くな
ると感じました。

1577 ここ、おばけが出るみたい京朔太郎 7月度グランプリ 一般審査員E 15 15 5 15 15 65 オチが強い怪談ですね。ストレートに落としてくるオチに気持ちよさを感じました。違
和感を丁寧に積み重ね、最後で一気に落としきる構成がとてもいい怪談でした。「こ
こ、おばけが出るみたい」という何気ない一言が反復されることで、終盤で明かされ
る状況はストレートながら強度があり、次の日も現れた「彼女」の正体を考えると、狂
気に触れてしまったような余韻がありますね。

1577 ここ、おばけが出るみたい京朔太郎 7月度グランプリ 一般審査員F 18 16 17 16 18 85 「ここ、おばけが出るみたい」とすれ違いざまに言い残し、歩き去る女性。その後も連
日、同じように「ここ、おばけが出るみたい」と言っては歩き去る女性に、嫌がらせだ
と思った主さんは後を追いかけるが、曲がり角でその姿を見失う。隠れる場所もない
ところで姿を消したということは、女性はやっぱりおばけだったのでしょうね。ここまで
は予想通りの展開でしたが、最後、主さんは女性を無視し、冷たくなった母がいる部
屋に帰っていく、というオチが意外でした。いやいや、お母さん、亡くなってるんかー
い、それを放置してるんかーい、と、思わずツッコミを入れてしまいましたが、結局、
主さんが一番おばけだったのかもしれませんね。

1577 ここ、おばけが出るみたい京朔太郎 7月度グランプリ 一般審査員G 14 12 15 16 16 73 乱雑に奇妙な出来事を配置しているようにも見えて、よく見ると繋がりがあるというよ
うなお話ですね。個人的にはこの文章の乱雑さが気になってしまったので、もう少し
前半部分が丁寧だと良かったかなと思います。丁寧過ぎてもこの文章の雰囲気が
崩れてしまうことは重々承知しているのですが、やはり個人的にはもう少し丁寧さが
欲しかったです。

1577 ここ、おばけが出るみたい京朔太郎 7月度グランプリ 一般審査員H 18 18 17 15 18 86 全方向で怖いです。何なのこれ。聞いてないよ。怖さ、いや全部です。怖さメガ盛り。
マンションで見かけた女はこの世の者でなく、噂の元は恐らく主人公の既に冷たく
なっている母親。そして亡くなった母親と平然と暮らす主人公。いや、そもそも母親の
死の原因は、、？など怖さMAXでした。鋭さ、序盤から粛々と話が進んでいきこのま
まかと思いきや最後で一気に切り掛かる。そんな印象です。新しさ、何と言うか短編
で（恐らくは）幽霊である女性、噂の元の種明かし、人怖（主人公）を入れてきた所で
すかね。なかなかリスキーだと思いますが、構成が上手いんでしょうね。違和感なく
読めます。ユーモアさ、怪異よりも主人公のサイコパスさがパンチ強いところです。
やっぱり、生きてる人間が一番怖い！となります。意外さ、これもマンションで見かけ
た女性がやはり死者であったと言う怪談ではよくある話だと見せて、実は語られてい
る噂はどうやら本当らしい点、それがラストの一文で推測できる点。それが主人公の
既にこと切れた母親であろう事。そして最も驚くべきは、母親を弔う事もせずに普通
に生活している人物を主人公にした事です。

1577 ここ、おばけが出るみたい京朔太郎 7月度グランプリ 一般審査員I 12 11 11 10 10 54 幽霊が出ると話してた人は幽霊で、亡くなったお母さんの幽霊が出るんだろうけど、
幽霊が幽霊がでるっていう噂をしているのでしょうか？もしそうならちょっと面白いか
も。ってか主人公犯罪者ではないですか。幽霊の怖さと人の怖さが二重で盛り込ま
れたお話でした

1577 ここ、おばけが出るみたい京朔太郎 7月度グランプリ 一般審査員J 16 14 15 15 16 76 よくわからない不思議な話だったが、主人公の母に関係していたのか？おばけは、
何だったのか、という謎が解けないところが短編ならではだと思う。

合計 146 143 133 141 151 714
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

2043 憑依 深山隨園 11月度グランプリ 一般審査員Ａ 16 15 15 16 15 77 母親にべったりだった？　元から変だった？　休んでいた会社に復帰できるという保
証はあるのでしょうか。シロに憑かれていて変になっていたから会社を休んでいた、
のであれば、復帰できるのでしょうが、その前から休職していたのであれば、会社に
いけるようになるとは限らないのでは？　マザコンに犬の幽霊が憑いて会社にいけ
なくなってましたって話？　そうか、そういう話か。ただ、それだけ……なのか？

2043 憑依 深山隨園 11月度グランプリ 一般審査員B 6 7 8 7 7 35 ツッコミどころが沢山あるんですが10年前に亡くなってる犬がなぜ今、息子に取り憑
くのかが1番の疑問ですね。そこに実は怖い理由があるならもう少し伝わるようにし
て欲しかったです。

2043 憑依 深山隨園 11月度グランプリ 一般審査員C 15 18 18 18 18 87 この作品も短編の中で好きな作品です。最初は幼い息子と思わせておいて、実は息
子は立派な社会人であることが明かされると、この作品の異様さが引き立つというテ
クニック、素晴らしいです。また、息子が異様な行動を起こすことになった原因が、可
愛がっていたペットだということに心が温まり、読後の感想が恐怖だけではないこと
が多くの読者を惹きつけるのではないかと思います。ちょっと迷惑なお盆でしたけど
ね。

2043 憑依 深山隨園 11月度グランプリ 一般審査員D 17 15 17 18 18 85 最後まで読んでまた初めに戻って読み返したくなる構成がとても良かったです。この
作品は、怪異と人怖どちらもじんわり楽しめるところがとても良かったです。

2043 憑依 深山隨園 11月度グランプリ 一般審査員E 15 15 10 15 10 65 前半では不可思議なハナシとして読ませつつ、終盤で語り手の認識が少しずつズレ
ていることに気づかされる構成が巧みでした。明確な答えを示さず、日常と異常の境
界を曖昧にしたまま終わる点が印象的に感じました。静かな違和感が長く後味の悪
さ、とてもいいですね。

2043 憑依 深山隨園 11月度グランプリ 一般審査員F 17 17 17 18 19 88 息子、赤ちゃん返り、という言葉で勝手に息子は子供なんだと思い込んでいたとこ
ろ、最後の一文の休んでいた会社にも復帰できるだろう、で、息子が立派な社会人
で大人だった、というのが意外でした。四つん這いで伸びをしたり、スープに顔を寄
せてぴちゃぴちゃしたりとまるで動物のような仕草が非常にユーモラスだ。死んで十
年も経つ愛犬がお盆に帰ってきて息子に取り憑いた、というのは怖さよりもどこか
ほっこりするようなエピソードにも思えますが、十年も経ってから取り憑かれた、とい
うのも意外で、ちょっと気になるところではありますね。

2043 憑依 深山隨園 11月度グランプリ 一般審査員G 17 17 17 18 19 88 奇妙な家族の奇妙なお話ですね。息子の異常行動が長年飼っていた愛犬に似てい
ることに気づくところまでは、その息子が幼い息子のように読者をミスリードさせてお
り、最後に実は息子は社会人の大人であるという種明かしをされて読者は「げっ」と
なる。文章が綺麗にまとまっているのでちゃんと息子の年齢を勘違いできるところが
お上手だと思いました。何歳になっても息子は可愛いのかもしれませんが、たまに
ハイハイするほど赤ちゃん返りして母にべったりな異常さに気づいていない語り手に
もまたうすら寒い恐怖を覚えますね。

2043 憑依 深山隨園 11月度グランプリ 一般審査員H 6 5 6 5 6 28 怖さ、不思議だとは思いますが、さほど怖くはないです。薄気味悪さもありますが、
怪異として怖いか？と問われれば否ですね。鋭さ、最初に息子の年齢を仄めかして
おいても良かったのでは？このまま読むと赤ん坊か幼児の行動かと思い、不気味で
はありますが、鋭さに通じるかと言うと、、です。新しさ、飼っていた犬が息子に取り
憑いたのが、奇行の原因という面白い仕掛けですね。ただ、怪奇譚と捉えるならば、
最後の一文により上手く繋げられると良かったのにな、と思いました。ユーモアさ、四
つん這いの息子という何とも言い難く奇妙で不気味な場面から始まる。ある種の
ユーモアは確かにあります。ありますが、、で、結局何だったの？という印象が拭え
ません。広く一般に読まれる事を前提にするならば、読み手の読解力頼みな仕掛け
は極力避けた方が良いとは思いますね。意外さ、取り憑くくらいですから、生前何か
「息子」に何か虐待でもされていたのかと思いきや、、でした。そういう意味で意外で
はありました。

2043 憑依 深山隨園 11月度グランプリ 一般審査員I 13 12 10 11 14 60 息子、赤ちゃん返り、母親が好きとかから勝手に２～３歳くらいの子供だと思いなが
ら読んでいたのに、まさかの大人（笑）大人とわかった時の衝撃はすごかったです。
確かに変。変という言葉では片づけられないくらい変ですね（笑）

2043 憑依 深山隨園 11月度グランプリ 一般審査員J 15 16 15 17 15 78 愛犬が取り憑いたという傍迷惑な話で面白かった。そして、旦那さんは、気がついて
よかったと思う。

合計 137 137 133 143 141 691
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1462 まいちゃん 京朔太郎 6月度グランプリ 一般審査員Ａ 17 17 17 17 17 85 これは怖いって。短い中で最後のオチもうまくついているし、語りにも工夫がある。た
だ、これはどっちかというと長編に向いた題材だと思う。最後のオチがちょっと急ぎ足
になっていて、すべてが説明されていないからである。長編であれば、色々なエピ
ソードを付け加えられるので、娘やまいちゃんについてもより深く理解できるからであ
る。ぜひとも長編のアイデアだけでも考えてみてほしい。長編だったらどうしようか
なって。考えてみると楽しいと思う。

1462 まいちゃん 京朔太郎 6月度グランプリ 一般審査員B 7 6 8 7 7 35 子供の死因が何かはわからないけど友達のことをちっとも知らないのは意味が分か
らないですね。表現の感じからして実際に存在する家庭のようだし無関心な母親か
らは物語は広がらないと思いました。

1462 まいちゃん 京朔太郎 6月度グランプリ 一般審査員C 15 15 15 15 16 76 文字の使い方が上手な方だと思いました。文章から想像するのは小さな女の子で
す。ひらがなの日記は当然かも知れませんが、ひらがなだけで、しかも促音が抜け
ている文章はなんとなく違和感があり、尋常ではない感じを受けます。女の子の不
可解な体験より、このひらがなの羅列が恐ろしい。結局まいちゃんとはなんだったの
でしょうか。この女の子の死の原因に、まいちゃんは関係あるのでしょうか。考察し
がいのある作品でした。

1462 まいちゃん 京朔太郎 6月度グランプリ 一般審査員D 15 14 15 16 16 76 子ども特有の文章から一気に読んでいる親目線になる緩急は良かったけれど、唐
突すぎてめりはりがなく鋭さが落ちている印象です。子どもがいつ、どこで、誰と遊ん
でいるのか把握するのは難しいかもしれないけれど、お友達を把握しておくことは大
切ですね…

1462 まいちゃん 京朔太郎 6月度グランプリ 一般審査員E 10 10 10 15 10 55 平仮名での導入に、新しさを感じました。しかし、こんなに文章の組み立てが上手い
子どもが漢字を使わない点に違和感を感じてしまい、この怪談の世界に私は没入で
きませんでした。娘さんが親が知らない「ナニカ」に連れて行かれたのか、記憶を消
されたのか…考察が楽しめる怪談だと思います。

1462 まいちゃん 京朔太郎 6月度グランプリ 一般審査員F 17 16 17 16 17 83 妄想にしてはあまりにリアルで具体的な日記ですね。まいちゃんは何者だったので
しょうか。イマジナリーフレンドだったにしても、まいちゃんだけならまだわからなくも
ないけれど、まいちゃんのママやおじいさんが出てきたり、開かずの間のような、
入ってはいけない部屋が存在したり…。そもそも、まいちゃんの家がある、というのも
奇妙だ。母親が知らない存在のまいちゃん。夢日記ならまだ納得も出来なくはない
けれど。入っちゃダメだとまいちゃんのお母さんから言われていた部屋にいて手を
振っていたおじいさんの存在も気になりますね。まいちゃんはなぜ、泣く程ママに怒
られなければならなかったのか。色々と謎も多くて気になります。

1462 まいちゃん 京朔太郎 6月度グランプリ 一般審査員G 14 12 15 16 17 74 拙い文章というのはなぜか少し不気味に感じます。怖い話のコンテストという前提で
見ているからか、余計にそう感じさせるのかもしれません。なぜ娘は死ななければな
らなかったのか、まいちゃんとは誰なのか、疑問が大きく残りつつ、想像力を試され
るようなお話ですね。ただ、このグランプリにおいては少しインパクトに欠けてしまう
ように感じます。不可解な死、謎の友人とその関係者らしい者の存在。例えば、亡く
なったと断言してしまうよりは行方不明とした方がより怖さが高まったかもしれませ
ん。娘はどこへ消えてしまったのか、生死不明のほうが嫌な余韻が残せるかと思い
ます。

1462 まいちゃん 京朔太郎 6月度グランプリ 一般審査員H 13 14 14 13 13 67 何せほぼオール平仮名なので正直読みづらかったです。不気味さを出すには充分
ですが。怖さ、序盤から中盤にかけては何か良くない事が起こっている、と言うのは
分かっても、不気味さはありつつも怖いとは思わなかったのですが、、最後の「亡く
なった娘の部屋から..」で一気に寒気が。鋭さ、ここも一見幼子の独白と思わつつ要
所要所で不穏な表現を差し込んでくる辺り、鋭さを感じます。新しさ、平仮名の羅列
が亡くなった娘の日記だった。ここで初めて合点がいったのと、母親には、娘の友達
でまいちゃんという子は知らない、という結びです。ユーモアさ、良い意味で厭怖な
所です。恐らく、まいちゃんもそのママも、人ならざるもので「娘」は引っ張られたのか
な？と思いますが。感心するくらい救いが無い。意外さ、未文の母親の台詞です。要
はここで語り手が交替するわけですが、幼子の独白、その身に起こったことの答え
が、ここで明かされる展開。虚を突かれた感じがしました。

1462 まいちゃん 京朔太郎 6月度グランプリ 一般審査員I 13 11 11 11 12 58 まいちゃん一家は一体何者なのか。娘さんはなぜ亡くなったのか。友達のおうちに
お呼ばれしてたり、日記を書いてるところから娘さんは小学生以上だと推測。だった
ら親が知らない友達もいるであろう。果たしてまいちゃんは実在しない友達なのか、
親が知らないだけの友達なのか。謎です

1462 まいちゃん 京朔太郎 6月度グランプリ 一般審査員J 18 15 15 12 18 78 とても怖い話だった。娘さんがなくなってしまっていたことも意外で、怖かった上に、
そもそもどこに行っていたのかがわからないということも怖い。いったところで起こっ
た出来事も何がなんだかわからないということもより怖さを引き立たせていた。

合計 139 130 137 138 143 687
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1941 ある冬の日 やま 10月度グランプリ 一般審査員Ａ 16 15 15 16 16 78 ただの胸糞悪い話なのか、それともブラックユーモアなのか。半々といったところか。
スーツケースに娘が入っている、という以外は特になにもない話である。説明しすぎ
で、深さはない。もう少し深い意味とかを加えてみるといいかも。一つ思ったことは、
警察に通報すれば、妻（元妻？）は逮捕されるのではないか、ということ。案外この
辺のディテールも重要かもしれないので、怪談を語る際には、注意する必要がある。

1941 ある冬の日 やま 10月度グランプリ 一般審査員B 7 6 7 8 7 35 子供を生きたままスーツケースに入れて送りつけて開けないまま死ぬまで気がつか
なかったみたいな表現がもうちょっと出せてたらよかったです。今のままだと、開けな
かったから死んだのが伝わりづらいし怖さも半減しちゃいます。

1941 ある冬の日 やま 10月度グランプリ 一般審査員C 18 18 18 18 18 90 秀逸な作品が多い短文の中で、特に好きな作品です。自分の娘をスーツケースに
入れて送りつける妻、その狂気が本当に恐ろしい。また、この題名が寒々しくて、愛
する娘の死に気づいた主人公の心情を明確に表現していると思いました。スーツ
ケースが送られてきたという表記と、スーツケースに入っているものに主人公が気づ
く表記のタイミングのバランスが、絶妙なのも良かったです。恐怖と悲哀と絶望が詰
まった、後味の悪ささえ素晴らしい作品でした。

1941 ある冬の日 やま 10月度グランプリ 一般審査員D 17 14 17 16 18 82 都合よく倒れるスーツケースにうーん、となってしまいました。人怖の中でも、完全に
胸くそに分類される話ですが子どもがこんなに大切ならなぜ一緒に家を出なかった
のか、ともやもやする部分が多いです。

1941 ある冬の日 やま 10月度グランプリ 一般審査員E 20 20 10 10 10 70 夫婦喧嘩という現実的な不和から始まり、嫌がらせが徐々にエスカレートしていく流
れがとても生々しいですね。荷物という日常的な存在が不気味さを帯び、最後の一
言で意味が反転する構成がとても良いと思いました。怪異ではなく人間の執念がじ
わじわ迫ってくる恐怖が強く、後味の悪さが印象に残りました。

1941 ある冬の日 やま 10月度グランプリ 一般審査員F 18 17 17 16 17 85 妻の言動が怖すぎる。罵詈雑言のメッセージを送りつけてきたり、無言電話をかけて
くるのも怖いけれど、何より怖いのは娘をスーツケースに入れて荷物として送りつけ
てくるその神経。まあ、そんな妻だから日頃から喧嘩が絶えず、耐えきれなくなって
家を飛び出したのだろうけれど、ここまでやるのは異常ですね。スーツケースは開け
ずに放置されていた訳だけれど、中に入れられていた娘さんは生きていたのだろう
か…。それとも…。それを考えると余計怖くなりますね。

1941 ある冬の日 やま 10月度グランプリ 一般審査員G 17 16 16 15 18 82 ヒトコワの要素として家族関係が関わってくるお話は多いなと感じています。お話の
中の人間関係が構築しやすく、「こうなったら嫌だな」というイメージがしやすいという
のもあるのかなと考えます。また、家族は一つの国であり、それが檻でもあります。
このお話はその”国”から一人亡命してしまったが故に、故郷の家族を見せしめのよ
うに殺された人にも見えます。理不尽な行為に対する喪失感と、その行為を実の親
が行っている恐怖の印象が強いお話ですね。それをこの文章量で表現されているの
はとてもお上手だと思いました。

1941 ある冬の日 やま 10月度グランプリ 一般審査員H 8 6 6 5 8 33 怖さ、これは、、人怖なんですかね？結局。スーツケースに入れられた娘は生きてい
るのかそれとも？疑問はありますが、怪奇と言うには怖さが欠けています。鋭さも特
には感じられませんでした。徐々に不穏な空気を漂わせる、などしてみても良いかも
しれません。新しさ、も感じませんでしたね。毎日大量に送られて来る荷物、である
程度推察出来てしまいますので。ユーモアさ、ここは本当に全く分かりませんでし
た。意外さ、強いて言うなら、我が子を物みたいに扱える母親、でしょうか。そういっ
た点では怪異と言うよりホラ一感はありますかね。

1941 ある冬の日 やま 10月度グランプリ 一般審査員I 12 11 10 10 10 53 夫婦げんかで別居状態になって娘が不要になったという時点で妻は精神状態がお
かしくなっているんだろうけど、旦那に送ったスーツケースの中に娘がはいっている
としたら、どのような状態で詰め込まれているだろう？生きたまま詰め込まれていて
も旦那さんが開かなかったから現在は亡くなっているだろう。きっとその方が旦那さ
んにダメージを与えられるだろうから生きたままが濃厚だろうな

1941 ある冬の日 やま 10月度グランプリ 一般審査員J 15 15 17 17 15 79 女性からのDV家庭から逃げ出した主人公の妻の行いが非常に怖いと思わせた
お子さんがどうなったのかが非常に気になる

合計 148 138 133 131 137 687


